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鰭鶉
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ミレニアム開発目標

MDGs

持続可能な開発目標

SDGs

治療や検査.手術を受け
る子どもに対して.発達

段階に応じた方法で説明

したり配慮したりするこ

とで.子ども自身が理解
し.心の準備をして,臨
めるよう手助けをするこ

と 子どもの対処能力を
引き出し,子ども自身の

能力と王体性をサポート

し,経験を肯定的なもの
|こする

園蕃目
*

コンパクトシテイー

す。デザイン思

ベーションを生

イン)」 ,「理想自I

策のインパクト

(ビジネス)」 の:

的なニーズに気 '

を紹介する.

町なかの保健室

学校の保健室

疑間を気軽に本E

資源につながつ

訪問看護師の‐

括所長/暮 らし「

なかに.気軽 |こ

で相談できる唇

省の在宅医療運 :

アの協力を得て

|エ ンジエア 1り 〕

設・運営を支援

夢をかなえるオ

病気や障
=≒

まま最期を|二 i

期まで生き■ _

株式会社ハレ

限られることや

j方間看護師に亘三

「命を輝かせる_

看護師である巨

ら.病気や障害

をかなえる |‐

ジネス).サ ー・

行為を提供でき

4看護のイノベーシヨン

疵看護の革新

科学技術の進歩,人間や社会に対する理解の深まりや価値観の変化
ととも

に,看護も研究で得た知見に基づき革新を続けている.例え
ば褥療ケアでは,

円座による除圧から体圧分散へ,創部を乾燥させるケアから組織再生
を促すた

めに湿潤環境を保持するケアヘと進化した
l).看
護技術の開発に並行して,体

圧測定器や体圧分散マット, ドレッシング材などモノの開発も進
められた。そ

のほか,入院や手術を予定している子どもの不安を軽減し心構えを育む
ための

プレパレーシヨン
つ)や ,身体拘束予防ガイドライン

3)な ど,認知や心理面を

含むケア技術も研究知見の蓄積によつて開発されて
いる.

看護の革新は,個別のケア方法にとどまらない.入院が決ま
った患者を入院

前から退院まで一貫して担当する看護師を配置し,入院前から病床
や多職種調

整を行う
4)な ど,組織や業務の再編による質保証・効率化や,人工知能を用

い

て音声認識で看護記録を行うシステム
5),看護動線量のシミュレーションを用

いた病棟運営評価の検討
6)な ど,科学技術を用いた看護支援も進められてい

る。地域包括ケアヘの移行やコンパクトシテイ
~‐ の推進など,地域での保健

医療のあり方も変化している.

看護師は,変化する社会の中でより効果的・効率的に良質な看護を提供す
る

ために,さ まざまな革新に積極的に関与することが求められ
る.

看護が起こすイノベーション

イノベーションは,既存のものをより適切なものに変えていく
「革新」の意

味も含むが,刷新や新機軸と訳されることもあるなど,既存の枠組み
にとらわ

れない,新 しい技術や商品,市場や資源,経営システムを導入する
ことを指

2

人□減少・高齢化が進ん

で も持 続 的 に成長 し,

人々の生活の質を高める

ことを可能にすることを

目的に推進されている隻

約型の都市構造社会 あ
る程度の人□がまとまつ

て居住することで .福祉

ゃ商業等の生活サー
ービス

や各種産業が持続可能と

なり 公的サービスの集
約化 効率化ももたらさ
れる 徒歩や公共交通で

容易にアクセスできるた

め,外出が促進されて健

康が増進することや,自
重
=車
への過度な依存がJ0

市|」されて二酸化炭素排出

量が削減されるといつた

環境面での効果も期待さ

,1て いる

34
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のさまざまな希望に応えている (エンジエアリング)

大学発ベンチャーで重症化予防
1・

'

糖尿病などの慢性疾患憲者に,慢性疾患の自己管理を支援する技術を有する看

護師が早いタイミングで関わることができれば,重症化や再発を予防し,本人の

幸せや医療費の適正化に貢献できるのではないか

慢性疾患患者は薬物治療に加えて,生活習慣の変容や長期間のセルフケアが

必要となる.広島大学の森山美知子教授は,看護職が高度な専門性を発揮する

ことで,患者が生活習慣を変容し自己管理を続けることができると考え (デザ

イン),支援技術の開発・教育・実践に取り組んだ (エ ンジエアリング).研究

によって開発した慢性疾患自己管理支援プログラムをより多くの人々に届ける

ために,大学発ベンチャー として株式会社DPPヘ ルスパー トナーズを設立

し,自 治体を含む医療保険者を顧客とした (ビジネス)・ プログラムが重症化

予防と医療費節減に有効であることを実証 して全国から顧客を募 り,専門的 ト

レーニングを積んだ看護師を養成してプログラムの提供を行つている (ビジネス).

このように,新たに生み出されたサービスは,人々の健康と幸せに貢献する

と同時に,看護職にも専門性を社会に役立てられる喜びをもたらす。イノベー

ションは,看護の重要な役割だといえる。

*
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